
国
民
生
活
に
不
可
欠
な

社
会
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る

セ
メ
ン
ト
。
そ
の
出
荷
現

場
は
地
獄
の
よ
う
で
し
た
。

連
日
猛
暑
が
続
く
８
月

上
旬
、
フ
コ
ッ
ク
ス
分
会

の
組
合
員
は
、
気
温
３
９

度
の
倉
庫
内
で
出
荷
作
業

に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
か
ら
熱
中
症
対
策

と
し
て
倉
庫
内
に
設
置
さ

れ
た
「
暑
さ
指
数
計
」
は

暑
さ
指
数
３
２
℃
を
指
し

て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
の
基
準
で

は
「
危
険
」
「
作
業
は
原

則
中
止
」
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
出
荷
を
止

め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
山
尾
分
会
長
「
粉
じ

ん
が
こ
も
る
の
で
扉
を
閉

め
る
の
は
無
理
。
暑
さ
は

ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
人

を
増
や
し
て
も
ら
っ
て
マ

メ
に
休
憩
を
と
れ
る
体
制

に
し
て
も
ら
う
し
か
な
い
」

と
話
し
ま
す
。

会
社
は
求
人
を
出
し
て

い
ま
す
が
「
先
日
一
人
入
っ

た
け
ど
続
か
な
か
っ
た
」
。

組
合
で
交
渉
し
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
の
増
設
や
一

日
千
円
の
「
粉
じ
ん
手
当
」

な
ど
を
実
現
し
ま
し
た
が
、

作
業
内
容
、
物
価
高
騰
に

見
合
っ
た
賃
上
げ
と
は
到

底
言
え
ま
せ
ん
。
山
尾
分

会
長
「
組
合
員
は
み
ん
な

頑
張
っ
て
い
る
。
も
っ
と

改
善
し
て
も
ら
い
た
い
」
。

２０２５年８月２５日 Ｎｏ２８６

◎
「
地
球
沸
騰
化
の
時
代
」
。
気
候
変
動
に
働
き
方
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
の
が
実
態
で
す
。
労
働
者
の
健
康
を
最
優
先
に
労
使
と
も
に
さ
ら
に
知
恵
を
絞
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

発行所 全日本建設交運一般労働組合

栃木県本部 〒327-0315

栃木県佐野市吉水駅前1-2-1

℡ 0283-62-7312 fax 0283-62-7318

www.kenkourou.or.jp/

E-mail:dqj06744@nifty.com

◎「暑さ指数」とは、人体の熱収支に与える影響の大きい ①湿度 ②日射・輻射(ふくしゃ)など周辺の熱環境 ③気温の３つを取り入れた指標です。

◎物価高対策は給付金のバラマキでなく消費税率の引き下げを！

栃木市方面(会沢トンネル)から下り坂を走行してくる

車両に注意を喚起する看板等の設置も必要です。

トレーラーの場合対向車線に大きく進入しなければ左折で

きません。「一般交通に支障を及ぼ」しています。再度重

大事故が起きる前に対策を。

6月から事業主による熱中症対策が

義務化され倉庫内3箇所に「暑さ指

数計」が設置されましたが・・・・。

倉庫内暑さ指数32℃温度38.9℃。

空調服も支給されていますが、セメント

粉じんを吸引しファンが固着するため頻

繁に清掃する必要があります。

汗と湿気でゴーグルは曇り防塵マスクは息

が苦しくなります。

先
月
佐
野
市
会
沢
町
の

国
道
２
９
３
号
線
交
差
点

で
ダ
ン
プ
同
士
の
事
故
が

発
生
、
国
道
に
左
折
進
入

し
よ
う
と
し
た
運
転
手
が

亡
く
な
り
ま
し
た
。

周
囲
に
は
住
友
大
阪
セ

メ
ン
ト
唐
沢
鉱
山
な
ど
砕

石
工
場
が
あ
り
、
平
日
は

一
日
数
千
台
の
ダ
ン
プ
が

行
き
来
す
る
交
差
点
で
す
。

以
前
か
ら
交
差
点
の
危

険
を
指
摘
す
る
声
は
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
組
合
で
は

視
認
状
況
の
改
善
を
目
的

に
民
家
樹
木
の
伐
採
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

ま
た
道
路
を
管
理
す
る

土
木
事
務
所
に
、
歩
道
縁

石
の
一
部
撤
去
を
求
め
ま

し
た
。
鋭
角
な
交
差
点
の

た
め
、
左
折
時
大
回
り
を

し
対
向
車
線
に
進
入
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
縁
石
の
一

部
を
撤
去
す
る
だ
け
で
改

善
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
土

木
事
務
所
は
「
縁
石
は
歩

行
者
保
護
に
必
要
」
と
い

う
理
由
で
撤
去
し
ま
せ
ん
。

こ
の
交
差
点
で
歩
行
者
を

見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

道
路
法
４
２
条
で
「
道

路
管
理
者
は
、
道
路
を
常

時
良
好
な
状
態
に
保
つ
よ

う
に
維
持
し
、
修
繕
し
、

も
つ
て
一
般
交
通
に
支
障

を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

組
合
で
は
交
差
点
の
構

造
変
更
を
求
め
ま
す
。
ご

意
見
募
集
中
で
す
。

左折時左後輪の

障害になる縁石



栃
木
地
方
最
低
賃
金
審

議
会
は
８
月
５
日
、
２
０

２
５
年
度
の
本
県
の
最
低

賃
金
を
１
時
間
当
た
り
６

４
円
引
上
げ
１
０
６
８
円

に
改
定
す
る
よ
う
答
申
し

ま
し
た
。
物
価
の
高
騰
か

ら
す
れ
ば
ま
っ
た
く
不
十

分
で
す
。

石
破
首
相
が
掲
げ
る
目

標
１
５
０
０
円
に
な
る
に

は
い
っ
た
い
何
年
か
か
る

の
で
し
ょ
う
か
。

８
月
２
０
日
、
建
交
労

栃
木
県
本
部
と
し
て
栃
木

労
働
局
長
に
異
議
申
し
立

て
を
行
い
ま
し
た
。

異
議
の
理
由
は
、
①
中

小
零
細
企
業
の
賃
上
げ
は

進
ん
で
い
な
い
。
一
方
食

料
品
、
燃
料
だ
け
で
な
く
、

あ
ら
ゆ
る
も
の
の
価
格
が

上
が
っ
て
い
る
②
正
規
雇

用
労
働
者
と
非
正
規
雇
用

労
働
者
と
の
賃
金
格
差
は

大
き
く
、
現
実
に
は
同
一

労
働
同
一
賃
金
と
は
言
え

な
い
差
別
的
な
状
況
に
あ

る
③
審
議
会
で
の
協
議
が

不
十
分
で
あ
り
か
つ
透
明

性
に
欠
け
る
、
と
い
っ
た

内
容
で
す
。

政
府
が
中
小
零
細
事
業

者
へ
の
賃
上
げ
支
援
を
本

格
的
に
実
施
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。

今
年
４
月
、
東
北
道
那

須-

黒
磯
間
で
逆
走
に
よ

り
１
０
台
が
か
ら
み
３
人

が
死
亡
す
る
と
い
う
重
大

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

国
交
省
は
全
国
逆
走
対

策
１
８
９
箇
所
を
選
定
、

県
内
で
は
黒
磯
板
室
Ｉ
Ｃ

と
佐
野
田
沼
Ｉ
Ｃ
の
２
箇

所
が
含
ま
れ
ま
し
た
。
佐

野
田
沼
は
利
用
す
る

組
合
員
も
少
な
く

な
い
と
思
い
ま
す
。

確
か
に
入
り
口
が

分
か
り
に
く
く
慣

れ
て
い
な
い
人
は

と
ま
ど
う
形
状
で

す
。
具
体
的
な
対

策
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
そ
ろ
そ
ろ
ダ

ン
プ
で
の
逆
走
も

心
配
で
す
。

写
真
は
栃
木
市

か
ら
藤
坂
砕
石
工

場
に
向
か
う
県
道
。

毎
年
道
路
に
進
入

す
る
草
木
の
伐
採

な
ど
を
土
木
事
務

所
に
要
請
し
て
い

ま
す
。
危
険
な
箇

所
等
あ
れ
ば
連
絡

く
だ
さ
い
。

２０２５年８月２５日 Ｎo２８６

◎栃木県労連第３７回定期大会 日時；2025年9月27日（土）10：30開会～15：30終了予定 場所:宇都宮市上河内地区市民センター

◎
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
栃
木
市
の
「
運
送
事
業
者
等
支
援
補
助
金
」
、
確
認
し
た
と
こ
ろ
現
在
調
整
中
と
の
こ
と
で
１
０
月
頃
市
の
Ｈ
Ｐ
・
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

ダンプの白ナンバー問題につい

て歴史的な背景を説明しトラッ

クの仲間に理解を求める。

８
月
３
日
、
都
内
で
関

東
ト
ラ
ッ
ク
協
議
会
総
会

が
開
催
さ
れ
、
エ
ア
ケ
ミ

運
輸
分
会
斎
藤
分
会
長
、

県
本
部
石
井
書
記
長
が
参

加
し
ま
し
た
。

学
習
会
で
石
井
書
記
長

が
「
ト
ラ
ッ
ク
新
法
か
ら

見
た
白
ナ
ン
バ
ー
ダ
ン
プ

問
題
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
約
１
時
間
に
わ
た
り

学
習
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

先
頃
成
立
し
た
「
ト
ラ
ッ

ク
新
法
」
の
な
か
で
、
荷

主
の
「
白
ト
ラ
使
用
禁
止
」

が
規
定
さ
れ
、
白
ナ
ン
バ
ー

排
除
が
強
ま
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
ダ

ン
プ
規
制
法
に
基
づ
き
白

ナ
ン
バ
ー
で
働
く
ダ
ン
プ

労
働
者
ま
で
排
除
さ
れ
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
学
習
会
は
同
じ
建
交

労
の
ト
ラ
ッ
ク
組
合
員
に
、

ダ
ン
プ
ナ
ン
バ
ー
問
題
に

つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
必

要
か
ら
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

☆

☆

☆

☆

講
演
で
石
井
書
記
長
は
、

ダ
ン
プ
組
合
員
が
「
白
ト

ラ
行
為
」
と
通
報
さ
れ
逮

捕
さ
れ
る
事
件
が
起
き
て

い
る
こ
と
を
紹
介
、
ダ
ン

プ
ナ
ン
バ
ー
問
題
の
歴
史

的
背
景
を
説
明
し
「
車
持

ち
労
働
者
で
あ
れ
ば
違
法

で
は
な
い
こ
と
は
裁
判
で

も
決
着
済
み
で
す
」
と
強

調
し
ま
し
た
。

そ
の
う
え
で
「
ト
ラ
ッ

ク
新
法
を
根
拠
に
白
ナ
ン

バ
ー
ダ
ン
プ
労
働
者
の
就

労
権
・
生
存
権
を
侵
害
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

同
じ
組
合
員
で
も
ト
ラ
ッ

ク
と
ダ
ン
プ
で
は
様
々
な

面
で
異
な
り
ま
す
。
大
切

な
こ
と
は
お
互
い
の
立
場

を
尊
重
し
、
団
結
と
連
帯

を
高
め
る
こ
と
で
す
」
と

訴
え
ま
し
た
。

組合では反戦・平和の取り組みを重視しています。7月8日佐

野駅前での平和行進、8月6日広島被爆80年核兵器廃絶の集会、

8月8日足利市「憲法9条行動」に参加しました。

佐野・田沼ICの調査をする関係者

今
春
行
っ
た
令
和
６

年
分
所
得
税
確
定
申
告

の
結
果
、
定
額
減
税
額

(

国
民
一
人
当
た
り
所

得
税
３
万
円
、
住
民
税

１
万
円)

に
不
足
が
生

じ
た
人
に
は
、
各
自
治

体
か
ら
「
定
額
減
税
補

足
給
付
金
」
の
申
請
書

が
届
き
ま
す
。(

宇
都

宮
市
は
７
月
下
旬
か
ら

佐
野
市
は
８
月
下
旬
か

ら)

。対
象
者
に
は
順
次
郵

送
さ
れ
る
の
で
給
付
を

希
望
す
る
人
は
必
ず
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
に
は
期
限
が
あ
り

ま
す(

宇
都
宮
市
は
９

月
３
０
日
ま
で)

。

◎店名 WILD PIG(ワイルド ピッグ)

◎住所 栃木県佐野市米山南町18-2

◎定休日 月曜日

危ない！伸びる草木

「後悔」というのはけっしてマズイという意

味ではなく、胃腸の劣化を忘れているという

意味です。写真は「中」やっぱり「後悔」(泣)。

久
し
ぶ
り
の
放
浪
記
。

５
６
回
も
や
っ
て
る
と

も
う
ネ
タ
が
な
い
ん
で

す
。
相
変
わ
ら
ず
新
規

開
店
は
続
い
て
ま
す
が
、

み
ん
な
似
た
よ
う
な
・
・
・
。

お
っ
と
「
二
郎
系
」
の

開
店
。
「
二
郎
系
」
は

数
年
前
に
卒
業
し
ま
し

た
が
、
地
元
で
は
珍
し

い
の
で
「
後
悔
」
覚
悟

で
入
り
ま
し
た
。


